Seductively Shaped Effects of Performance : The Expectation of Being Earnest in The Importance of Being Earnest by 浦崎 佐知子 & Urasaki Sachiko
誘惑のパフォーマンス　：　〈アーネスト〉への期
待と『まじめが肝心』
著者 浦崎 佐知子
雑誌名 文学研究論集
号 17
ページ 41-53
発行年 2000-03
その他のタイトル Seductively Shaped Effects of Performance :
The Expectation of Being Earnest in The
Importance of Being Earnest
URL http://hdl.handle.net/2241/10266
誘惑のパフォーマンス
一一〈アーネスト〉への期待と fまじめが肝心』一一
鴻 IU奇佐知子
異性愛を常態の愛と捉え、家族という構成単位で営まれる家庭生活を普通の生活
と捉える社会空間において、おそらくひとびとが法制度としての結婚から享受でき
るであろうと考える事柄は少なくないだろう。そのことは、現代日本においても、
民法を始めとしたあらゆる法律の諸規定から理解される。それは親族や招続、社会
保障、税金などの制度に当事者として出会ったときにすぐれて感得されることでも
ある。そしてその法制度や社会慎習によって、われわれの生活や思考の様式、セク
シャリティは条件づけられている。
オスカー・ワイルドの喜劇『まじめが肝心j(1895)のなかに、ヴィクトリア朝階
級社会の包摂するコードが上流階級の男性の結婚観に作用しているようすを見るこ
とができる。 l 物語には恋愛と結婚によせる男性の期待と取り組み、そしてそれを
通してじぶんを作っていくさまが描かれる o つまり男性が恋愛の過程で自らを演じ
方向づけ、結婚という現実に結んでいくようすが描かれている。 fまじめが肝心』
論において、クリストファー・クラフトは「またの名パンペリー('AliasBunbury') J 
ことジャックの秘密とその行為の過剰さを拡散する快楽と欲望の物語のなかに読
み、「アーネストJとしての人生の始まりを rJ '¥ンペリー jなる放縦の極まりとそ
れの終結に結び、つけて論じる。 2この稿が目指すのは、クラフトの示した解釈にく誘
惑>の主題をめぐる議論を撚り合わせて、新しい解釈に結ぶことである。
ヴィクトリア朝の小説には、結婚による上流貴族の地位のいっそうの確立
(‘estab1ishment')や、ひとびとの階級上昇の経験、あるいはその逆の降下がたびた
び描かれる。結婚がもたらすそのような性質は、たとえば上流階級の男性のセク
シャリティ構成を原則的には異性愛一方向に強制/矯正し、若い上流階級女性との
正しい結婚へと向かわせるだろう o この稿の考察は、ヴイクトリア朝社会において
上流階級の男性のセクシャリティは、社会慣習の拘束力によって強く干渉されたで
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あろうという仮定と、彼らのi膚好や生活作法は、他の言註よりも規範化と様式化を要
求されたであろうという議論を前提としている。 3
2 
エド・コーエンは、 CriminalLaωAmendment Act (1885)によって、法が同性愛
に対する規制と矯正の態度を明確に打ち出したこと、そしてジャーナリズムの言説
がそれと競合するように、男性の向性愛に関する煽靖在りなゴシップ本位の報道を続
けた乙とを検証する。 4 そして過剰な言語と規覚イメージが、中流以上の階級の男性
のセクシャリティについての、ひとびとの厳格なスタンダードを求める声に拍車を
かけ、同性愛嫌悪と恐怖が一般化したことを論証する。5 規範的セクシャリティとは
異性愛を指すが、異性愛者であることとはいったいどのように示されうるのか。制
度としての結婚を当事者として受け入れ、それを果たせば、ただちに正しいヘテロ
男性としての託明となったかどうかについてはいった，ん棚上げにしなければならな
い。大事なのは、結婚という状況が男牲に家の長としての人生を開き、将来的後継
者を作る資格を有する者としての社会的認知を得させるということである o そして
もう一つ大事なのは、それによって男性が妻とした女'性に対し夫としての義務行為
の遂行を誓約する者となり、自然な異性愛者としての自己を一応宣言することにな
るということである。
結婚生活が男性のセクシャリティに干渉していることについて、『まじめが肝心j
の登場人物グエンドレンは直裁に語る。男性にとって家庭こそ「正しい空間jであ
り、「家庭の義務を怠るJと男性は f痛ましいくらい女'性化してしまう」けれど「そ
うするとすごく魅力的J(117) と、彼女が関心を抱きながらも暗に男性の開性愛指
向を牽制し、防波堤としての家庭空間の重要性を説いているのが理解される。男性
が「本領を発揮Jせずに、外で fお好みの交渉、を持つJのも、それはそれで「魅力
的J(117) というグエンドレンのことばには性的ニュアンスが色濃く読みとれる。
物語は上流社会の若い男女4人の恋愛を主軸に展開される。女たちグエンドレン
とセシリーは恋の理想の相手に「アーネストJ(‘Earnest')であることを求め、その
男性に fアーネストJ(‘Ernest')という名を期待する D 男たちジャックとアjレジャ
ノンはさまぐれに「アーネスりを名のっているが、魅力的な女たちに出会い、は
からずも「アーネストJとpう記号をじぶんがまとっていたことに明確な目的J性の
あったことを見い出す。彼らはじぶんこそ「アーネストJであると主張し、好まし
い女性を、つまりジャックはグエンドレンを、アルジャノンはセシリーを口説く O
お決まりの混線脱線のあと、じつは二人とも[アーネスト」でないことがばれる。
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アルジャノンはセシリーに、でたらめにも「アーネストjを名のった理由を[あな
たに会う機会をつかむためJ(149) と告げる。するとその言い訳が気に入ったセシ
リーはすぐに機嫌を症し二人の恋愛は成就する。他方ジャックも悶じようにグエン
ドレンに説明するが、頑迷なブラックネjレ卿夫人が立ちはだかり、首尾良く事は運
ばない。だがそうするうちに軍人名簿でジャックの実父の名を発見し、拾われた子
ジャックの名がほんとうに「アーネストJであったことが判明する。ジャックの出
自について正式な保証が得られたところで、ようやく彼とグエンドレンの恋愛も成
就し、大団円の結末を迎える。
上流家系の後継ぎ息子であるアルジャノンは結婚や家庭生活にまったく関心を示
さない。恋愛主義者のアルジャノンは求婚や結婚について「それはビジネスJ(7)と
完全に割り切り、それらが既成事実として確定してしまったあと「そこにはロマン
ティックなところなどなにもないJ(7) と断言する。彼にとってロマンスがロマン
スたりうる所以は、その不安定さにある。相手の愛情に確信めいたものを感じるど
ころか、なにひとつとして正確に推し測ることができず、つねに疑心暗鬼にi詰りや
すく不可解な気持ちをどうすることもできない、そこにアルジャノンにとってのロ
マンスの所以がある。
一方ジャックはグエンドレンとの恋愛と結婚に単純にd詣れ、彼女に促されるよう
に求婚を申し出る O しかしアルジャノンと違って、ジャックは上流家系の正統の後
継者ではない。ジャックには上流の男子としては致命的な出生に縄わる秘密があ
る。ジャックはヴィクトリア釈の手荷物一時預かり所で拾われた子、なにかのまち
がいで「やや大きめの黒い革の手さげ鞄で、棋のついているつまり普通の手さげ
鞄J(46)に入った忘れられた子だったのである。グエンドレンの母であるブラック
ネル卿夫人はその事情を謂き、愛娘の結婚紹子としてはあまりに不十分であると、
ジャックに対する嫌悪と不信感をつのらせ、怒りをぶつける。「駅の手荷物一時預
かり所となれば、淫らな行為の後始末に使えなくもなじJ、「上流社会で立派な地位
を占めるための確固たる根拠になるとはまず考えられるはずがありませんことj
(47) と彼女は暴言を吐いて捨てる。ジャックの入った鞄が資産家のトマス・力一
デューなる老紳士にまちがって手渡された結果、彼はカーデュー氏に拾われ、後見
を受けることになったという。
i嬰昧模糊とした f出自の秘密jを知ると余計に、グエンドレンのアーネストへの
関心は高まる。けれども彼女が熱を上げるのは fアーネストJにであって「ジヤツ
ク」ではない。彼女は「ロマンティックな出生の秘密」に「心の底から感動jし、
「アーネスト」という fお名前もたまらないほど魅力的」、「単純な'性格だってすご
く不可解ですのよJ(59)と感情を抑制せずに言う O グエンドレンは、まるで予想し
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ていなかったようなことばかりが次々とその身に降り注ぐアーネストに夢中にな
る。しかしその「ロマンティックな出生の秘密J(59)が公明正大にならなければ、
ジャックは上流の男'姓としての社会的認知も得られず、それがなければグエンドレ
ンと結婚の約束を取り結ぶこともできない。つまりロマンティックな不安定さが残
されたままでは二人は結婚に向かえないのである o
また気まぐれではなくほんとうに「アーネスけになるために男たちは洗礼を受
けて改名しようとする。まじめにセシリーとグエンドレンとの恋愛ゲームの盤上に
上がろうとする二人に、彼女たちは大いに感動する。というのは彼女たちは、重大
時には f誠意があるかないかより、その仕方こそが肝心J(150) ということを心得
とし、そこに込められているかもしれぬ意味や内容より、言動のスタイルに力点を
置pているからである。それはブラックネル卿夫人がジャックに対して、グエンド
レンとの結婚に際してはまず「一刻も早く誰か親類縁者を手に入れて、社交の季節
がすっかり終わらないうちに、男親でも女親でも、とにかく親を一人ひねりだすよ
うに懸命に努力をなさしづ (48)と言うのと似ている。思い悩むのではなく、なにか
を言ったり行うことで形を整えることが重要なのである。
3 
それぞれに思惑を抱きながら、 4人はのめり込むように恋のゲームに夢中にな
る。彼らは恋の成就を期して荒鹿:無稽の劇を演じることになる。女たちは男たちと
出会う前からすでに「アーネストjという名の男を恋愛対象としてイメージし、じ
ぶん自身に宛てて「アーネスト」からの空想の手紙を書き、プレゼントを送っては
一喜一憂している。女たちが恋の対象として「アーネスト」を喚起し、現実のもの
ではない恋愛に熱中しているそこに、偶然ぴたりとはまる「アーネスけが現わ
れ、誘惑の契機が生じる O 男たちはナルシシストとの誘惑ゲームに意識的に絡めと
られながら、女たちとの関係にもっともらしくリアリティを与えようとしていると
言える。男たちはそれを様式にはめ込む子顕を追っているのであり、その作業は彼
らにとって社会化の過程と提えることができる。
パル 1，i，誘惑の行為とその記号性について次のように述べる。
自分の愛を証明したいと忠っても、自分が愛されているのかどうか知りたいと
思っても、恋する主体は(自分の意のままに使うことのできるような)、確実
な記号体系をいっさい持ち合わせていない。 6
{括弧内筆者]
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バルトにおいては、誘惑の行為を、他者への積極的で、強力な働きかけとして捉える
ことは不可能である。恋する主体の発するさまざまな言語や行為(記号)は、すで
に主体のコントロールから逃れている。恋する主体を誘惑者とすると、恋愛や誘惑
の現場において、恋する主体はじぶんのことばの意味を自身で決定することができ
ない。意味の決定権はつねに栢手側にある。 7 恋愛の政治学において、恋する主体
は孤独と不安の経験を生きなければならず、状況的にその運命を避けることはでき
ない。 8
愛情の関係において誘惑することとはつねに、誘惑されている栴手より弱い立場
に立つことでもある。誘惑とはこちらの[弱点を攻めてくるように他者に呼びかけ
る挑発Jである。 9 誘惑するとは[弱くあるjということである。誘惑するとは、
じぶんの弱さによってそれをしているのであり、強力なパフォーマンスによってで
はない。誘惑とは、誘惑しようとする主体が、この次こそは、主体の誘惑対象であ
る他者によって誘惑される側にありたいがための目的的行為/パフォーマンスであ
る。 10すなわち「他者を誘惑するjという行為は、次にこそ「他者がじぶんを誘惑
してくるように他者を仕向けること」の成功を願う強い期待感と結びついている。
真に誘惑的と言える主体とは、他者をして誘惑者たらしめる者のことである。そ
の誘惑の現場/パフォーマンスにおいて f彼」という代名詞はなんの意味もなけれ
ば必要もな~¥ 0 11 恋愛の現場において「あなたjや fわたくし」は有効に使える代
名詞だが、 It皮jあるいは「彼女jは、恋する主体が対象に対して直接にはもっと
も使うことの少ない代名詞である。さらに重要なのは、恋する主体にとって、愛し
てしまったひとは他の誰とも取り替えの効かない固有名詞的存在であるということ
である 12 そうであるならば、恋する主体である「わたくしJが、恋の対象である
他者にとっての国有名詩的な唯一の存在になること、これこそが恋愛の成就、誘惑
のベクトルの反転を証すものとなる。
誘惑される対象から「誘惑する主体」へのグエンドレンの変容を企図する誘惑の
パフォーマンスは、ジャックにとって「アーネストJという固有名詞なしには遂行
不可能である。なぜならばグエンドレンが不在の「アーネスト」に執着しすぎてい
るからである。「アーネスト」という恋の記号のかなたから「アーネストjなるな
にかを漂わせる男が現われたなら、 13そこではじめてグエ・ンドレンは、他の誰とも
取り替えることのできないその男を愛するようになる。したがって「アーネストj
は恋の経験の先行条件である。その「アーネストjという記号をめぐる関係のなか
で、そして誘惑の駆け引きのなかで、じつは彼ら全員がつねにじぶんの恋愛が壊れ
るというカオスへの転落の危機にさらされている。対象喪失の病メランコリーを回
避するために誘惑し続けなければならないのである。
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4 
物語のなかに恋の進行を促したり、あるいは障害として機能する小道具、小さな
き物が頻繁に晃い出される。たとえば男たちは、名刺や鉄道の一等切符、軍人名
簿、ホテルの勘定書などによってプロフィールを与えられている。一方、女たちを
運命づけているのは、彼女たちが記した自記、メモ、手紙、未刊行の小説の類であ
る。 fアーネストjとの恋愛と結婚への期待は、彼女たちが想いのままに書き綴っ
た予定調和をそのまま実現することなのである。だがその願いが叶うためには、出
生層、洗礼式や堅信式の証明書、麻疹や百日i咳や種痘の証明書、登記簿、法的処理
の済んだ遺言状、貴紳録、地方紙及び都市の有力新聞の記事、国債の証券、家系や
所有財産を確定するための一流法律事務所の作成による文書など、もろもろの公的
文書が必要となる。皮肉なことに、彼女たちのロマンティックな私的エクリチュ-
jレは役に立たない。またジャックは、すでに上流家系の嫡子として社交するアル
ジャノンと異なり、上流社会と折り合うように自らの身柄を整理しなければならな
い。そのときもろもろの社会的文書が、グエンドレンにジャックの「アーネスト」
を約束する上に、彼の身柄を規定し保証する手形の役を果たすことになる。
グエンドレンの期待に沿うようにジャックは結婚への道を急ぐ。
ジャック あなたを愛しています
グエンドレン 大好きですわ。でもまだ求婚してらっしゃらないわ。結婚の「けJ
の字もないわ。・
4ジャック では・・一一いま求婚しでもよろしいのですか?……結婚していただ
けますか?
グエンドレン もちろんですわ。あなた。ずいぶんと手間がかかること!求婚の
仕方にあまり経験がおありでないみたい。 (35-7)
ジャックは魅力的な女との結婚を果たすために手蝦を踏む。精神的融合への期待を
裏切らないことはもちろん、適切な方法をもって結婚制度へ披近することを彼は求
められる。ジャックにとって上流社会の女性グエンドレンと正式の結婚を果たすこ
とと、それによってふつうの男であることを証明し、社会的地位を確立することと
は切り離せない。約束ごとのなかにじぷんを位置づけ、自に見える輪郭をじぶんに
与えることを彼は求められている。
しかしながら、上流社会に流通する文法の権化のようなブラックネル卿夫人の承
諾を得ることなしには4人とも結婚に到れない。アルジャノンの伯母でもある夫人
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はひととおり若い男女の結婚をやかましく指図せずには気が済まない。
ブラックネル卿夫人 甥のアルジャノンが侭だか異様にねちねち子を撮っているあ
のお嬢さまはどなたかしら?
ジャック あの婦人はセシリー・カーデュー媛、ぼくの被保護者です。
ブラックネル卿夫人 いったいそのカーデュー嬢はロンドンの大きな駅のどれかと
関係がおありですの?参考まで、に侍っておきたいのです。昨
呂まで、出生地が鉄道の終着駅という家族や人間がいるとは
忠ってもみませんでしたのでね。 (157-58)
セシリーの身元や財産の保証だけを重視するブラックネル卿夫人の言動には、上流
社会を網掛ける約束ごとが臆面もなく露呈する。
ジャック カーデュー嬢はロンドン南西区ベルグレイブ広場 149番と、
サリー州ドーキングのジャーヴス・パーク、それから北英ファ
イフシャーのスポーランにお屋敷を所有する故トマス・カー
デ、ュ一氏の孫娘です。
ブラックネル卿夫人 まんざらでもなさそうね。住所が三つもあればいつも信用は
ジャック
得られます。……でもその信惣性についてはどんな証拠があ
りまして?
当時の f貴ー 紳録jを大事に保存しています。いつでもご覧に
pれますよ……カーデュ一家の顧問弁護士はマークピー・
マークピー・アンド・マークピ一法律事務所ですが。
ブラックネル卿夫人 ……斬界で一流中の一流事務所ですわ。……これまでのとこ
ジャック
ろ結構ですことね。-
これもお気に召されると忠いますが、カーデュー嬢の出生
層、洗礼式、百日日夏、登記、種痘、堅信式、はしかの証明書
も手もとにございます。 ドイツ語のも英語のも揃っておりま
す。……
ブラックネル搾1夫人 形式上、伺っておいたほうがよいのでしょうからね、カー
デュー嬢は少しは財産がおありですか?
ジャック なあに!国債で 13万ポンドくらいでしょう。それだけです。
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ブラックネル網夫人 13万ポンド!しかも国最で!カーデュー媛はたいそう魅力
のあるお媛さまですことねえ、こうして拝見しております
と。….......可愛らしいこと!…...結婚式はね、さっそく挙げた
方がよろしいわ。 (158-64)
夫人が娘や甥の結婚相手に要求する条件は正統の出自、健康な身体、そして十分な
財産と家柄である。さらにブラックネル卿夫人の思考は、ひとのさまざまな経験や
生活の在りょうがデータとして管理され、それに一定の秩序づけが可能であるとい
う統計学的思考に集約される。
ブラックネル卿夫人 ハートフォードシャーのこのあたりの空気には妙に人を刺激
する成分でもあるのかしら、でもこれで進行中の婚約の数は
わたくしたちが参考にする統計学上の平均値.を上回ることで
しょうね。 (158)
ブラックネル卿夫人は、じぶんの属する上流の社会を閉じることが可能であると考
える。彼女は上流婦人たちとの契約によって、じぶんたちの愛娘の[花婿候補とし
て資格を有する上流階級の独身男性J(40)というカテゴリーを作り出している。だ
がその「花婿候補者リストJ(40)にジャックの名は記されていない。夫人のノート
にデータ管理されるよ流の秩序や社会にジャックは未だ参入していないのである。
彼が正しい結婚を望むなら、それは夫人のノートにファイルされ、その関じた世界
に位置づけられていることを前提としなければならない。
しかし迷った言い方をすれば、「パンペリーJ(16) という別の名で奔放に遊びに
興じるジャックが「花婿候補者のリストJに入らないのは、より良き花婿を選び出
そうとする夫人たちの理屈にかなっていると言える。彼の「パンペリー遊びJ(16) 
とは、上流の娘たちの結婚相手の候補者の一人に数えてもらえるか否かを左右する
リスクの高い遊びである。つまりわくンペリーjで遊んでいるあいだ彼は、「上流
社会の独身男性Jのカテゴリーを構成する一人として生きていくこととと、その可
能性を無効とすることのあいだにある未決定性の隙賠を生きているというほかな
し)0 14 あるいは「ノfンペリーJから離れたとしても、社会的認知さえ明確でない
ジャックの微妙な立場では、すんなりリストアップされそうにない。
ブラックネル騨夫人 あなたのお名前はわたくしの花婿候補者名簿に記載されてお
りませんの。……ですけれど、いまからでも書き入れでもよ
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ろしいんですのよ、もしお答が娘を思う親心にかなったもの
であれば。 (40)
喫煙の有無に始まり、年齢、収入と私財の内容、政党支持の傾向、そして家族につ
いての詳細など、夫人の執拘な質問を受けるジャックの答えが記入されていく。そ
うするうちにジャックは観念し、夫人の認知を得て有資格者名簿に列挙されるこ
と、それもグエンドレンにとっての他では置き換えることのできない「アーネスト」
の名のもとにリストに入り込むことが大事と悟る。すなわちジャックは夫人が試す
上流紳士の作法に沿いながら、グエンドレンの期待にもかなったじぶんを演じ作っ
ていかなくてはならない。だがここまで来ればあとは時間の問題である。父の名
「アーネスト」が確認されることになれば、頑迷な因習の権化のごときブラックネ
ル卿夫人のやかましいとがめだては、セシリーの場合と同様、ジャックに対しでも
うるわしい祝揺に変わるだろう。
5 
ジャックはグエンドレンとの愛情の成就を願い、努力を続ける自然な男性を演じ
ているが、この物語に内在するのは、彼が結婚という出来事を前にしたときにあら
わとなる社会の約束ごとの拘束力である O 劇の最後のシーンにあるのは、グエンド
レンとの婚約についに到達したジャックの「アーネストが肝心J(187) という科白
である。それはグエンドレンへの愛の響いか、それともブラックネル腕i夫人や社会
に対する自己証明の言明か、そのどちらをも連想させる。ジャックが「アーネスト
が肝心jを言う理由はなにか。
ジャックがセシリーとアルジャノンの結婚について、彼女の保護者として反対す
る場面がある。ブラックネル卿夫人がつねにそうするように、後見人ジャックは若
p男女の恋路にけちをつける。 15
ジャック セシリーは成人するまでわたくしの同意なしに結婚はできませ
ん。わたくしはその伺意を絶対に拒否する者です。 (164)
ジャックが作法にかなった禁止を宣言するのはいかにも滑稽だが、その表明自体は
家長としての彼の将来を予告している。「アーネストが肝心」という科白は、社会
の約束ごとと歩調を合わせ、抵抗や批判からは身を遠ざけるジヤツクの保身の人生
と重ね合わせれば、極めて消極的なニュアンスを帯びている。しかし彼が上流社会
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の男性として生きていくからには、意識的によりよい結婚に結び、「父の名jと「ま
じめであるJことの「肝心jを言うほかない。
fアーネスト」という記号は恋の経験に先立つ条件であり、同時に愛情の結びつ
きを期待する未来に向けての差異化の運動を成立させる。しかしながら父の名「アー
ネストJを追慕する遡及的な運動はつねに社会的に条件づけられている o Iアーネ
スけとして自己を成型しなければ、グエンドレンとの未来の断念という事態を招
きかねないなか、ジャックが期待するのは父の名による解決とまじめであることに
よる解決だけなのである。
しかしブラックネル卿夫人の枠づける上流社会の約束ごととは無縁なところで、
女たちは恋の対象として不在の fアーネストjを作り上げている。ナルシシストと
しての女たちの自己完結牲はそこにあからさまとなっている o 自己完結性の高い存
在はつねに誘惑的である。 16 じつはすでに女たちは男たちよりも先に「非弱き誘惑
者jとして、じぷんを誘惑するよう男を仕向けることに成功している。
男にとって魅力的な女がそ乙にいる。しかし、それは「アーネスト」である「わ
たくしJしか愛さない、つまり fアーネストjではない「わたくしJのことは愛さ
ない他者である。そして「わたくしjが「アーネストJでないかぎりにおいて、「わ
たくしjはその他者を、「アーネストJでない「わたくしJをも愛するイ患者へと変
換する必要がある。だがその他者が「アーネストjであることを執劫に要求し続け
るかぎり、[わたくしjが「アーネストjになるほかない。そこにある明確な企忍!
とは、誘惑の対象であった他者が翻って誘惑する主体となり、他の誰にも霊き換え
ることのできない「アーネスト」である fわたくしJを愛する存在として現前する
ようになることである。誘惑する主体は、他者によって誘惑され愛される対象とな
ることを呂的として誘惑を試みる。そして f他者をして誘惑する主体へと変容せし
めるjことで、誘惑の試みは一時的には成立するようにみえる。
グエンドレンとの愛情の関係だけで考えれば、彼女にとっての「アーネスト(で
あること)が肝心jである。「アーネストJでなければ、恋する主体、そして非力
な誘惑者として、対象に「まじめjに向かうことはできないからである。制度に
よって保証されるのはつねに社会的なものであり、制度によって二人のあいだで永
遠にシンメトリーなコミュニケーションが成立するわけではない。どちらかが弱き
誘惑者であればこそコミュニケーションの契機が発生するのであり、バランス良く
保たれ続ける愛のコミュニケーションなどない、そのことを非力な誘惑者ジャック
は経験員Ijとして学んだのである。
「アーネストが肝心Jとジャックが言うのを、婚約や結婚という社会的契約の関
係においてグエンドレンと結び合いながらなおも、彼女と誘惑的主体/他者の関係
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のなかにあり続けられるかという課題を自らに投げかけていることばとして解釈す
ることができる。愛情の関係において「彼jという三人称代名詞によって無化され、
恥をかかされるようなことがあってはならない。グエンドレンにとっての間有名詩
的存在「アーネストJとしてのみ、誘惑のゲームを生きることができるのだから。
「アーネストが肝心Jという科白は、枠づけられた空関のなかで隙間を模索する
ジャックの「ノfンペリー遊びjの続きを夢想するつぶやきともとれる O だがそれは
「気まじめ」に人生の苦い局面を開きながら、非力な誘惑者としてあり続けること
への期待を「アーネストjに見い出したジャックのつぶやきなのである。
父の名「アーネストjを発見することでジャックは正統の上流階級の男性と認め
られる。そしてそれに続くグエンドレンとの結婚は彼にいっそうの地位確立を約束
する。閉じることを良しとする上流社会の紛れもなド実数になること、そうするこ
とでしかグエンドレンとの関係を、夢世界のロマンスにばかりでなく、現実の結婚
に結ぶ方法はない。ジャックはそれを自らの仕事として受け入れ、家長「アーネス
トjとして生きることを選ぶ。しかしながら fまじめが肝心jを読むなら、そのよ
うに条件づけられたジャックの一恋愛の現場においては非力な誘惑者でしかな
く、他者との誘惑ゲームの地平に妨偉い、カオスへの転落の危機にさらされながら
一一誘惑ゲームの継続を求める「アーネスト」としての在りょうを読まないことが
あってはならない。
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